


はじめに

 
先端エネルギー材料理工共創研究センター は、前身である低炭素社会基盤材料融合研究

センター を発展的に改組して平成 年 月に発足致しました。 
クリーンで経済的な持続的社会を実現するためには、エネルギー変換や物質輸送において

高い効率や性能を示す先端材料の開発が不可欠です。本センターでは、理学と工学とを融合

した「理工共創」の研究を強力に推進することにより、スピン、電子、イオン、ホール、フォ

トン等の多様なキャリアを原子レベルで制御した先端エネルギー材料を創成します。理工共

創研究のため、理学系および工学系研究者が新たな研究部門を構成していることも特徴です。

このような取り組みにより、エネルギー材料分野での研究フロンティアを開拓して世界最高

水準の材料研究を推進するとともに、異分野融合に関する高度な研究能力をもつ若手人材の

育成にも努めます。

具体的な研究部門とそれぞれの研究ターゲットは以下の通りです：

１）スピンエネルギー材料研究部門では、新概念の変換機能を持つエネルギー材料の実現

を目指して、スピン流を介したエネルギー変換に関する学理を追求し、変換効率が高く経済

性・耐久性にも優れたエネルギー材料の創成に取り組み、将来の創エネ・省エネ社会の構築

に貢献します。

２）イオンエネルギー材料研究部門では、高性能・高機能な全固体二次電池や多機能型二

次電池の実現に向けて、イオン輸送と化学エネルギー変換における学理を追求して新規な固

体電解質と電極材料の開発に取り組み、新しい電池がもたらす快適な社会の構築に貢献しま

す。

３）光エネルギーの材料研究部門では、より多くの電気エネルギーを得ることのできる低

コスト・高効率太陽電池の実現を目指して、シリコン多結晶の融液成長や薄膜成長に関する

新しい学理と結晶成長技術の確立を理工共創で取り組み、太陽の光エネルギーを最大限に利

用する創エネ社会の発展に貢献します。

４）材料プロセス・社会実装研究部門では、本センターの研究成果である先端エネルギー

材料の早期の社会実装を目指し、高い性能と品質を持ち経済性に優れた材料を製造する材料

プロセス研究と、エネルギー材料の性能評価手法の開発、材料・デバイスの性能実証に取り

組み、先端エネルギー材料を基盤とした新しいエネルギーシステムの構築に貢献します。

「高効率エネルギー変換・高速輸送現象の実現に向けた新しい学理の構築」、「社会実装を

目指した材料創製の指導原理の確立」、そして「理工共創研究による新しい研究能力を持った

人材の育成」を目標とする本センターの今後の活動にご期待下さい。

平成 年 月

 
先端エネルギー材料理工共創研究センター  

センター長 折茂 慎一 



目 次
Contents

はじめに Introduction

1．概要 Outline ………………………………………………………………………………………………… 1

2．新聞発表等 Press Release ………………………………………………………………………………… 5

3．外部研究資金リスト List of Budgets …………………………………………………………………… 17

4．特許リスト List of Patents ………………………………………………………………………………… 21

5．各種受賞・表彰リスト List of Prizes and Awards ……………………………………………………… 23

6．主催した会議・研究会・ワークショップ Organized Meetings, Workshops and Conferences ……… 25

7．研究成果報告 Report on Research Activities ……………………………………………………………… 33

7-1．スピンエネルギー材料研究部 ……………………………………………………………………… 33
共創研究の成果 Report on Research Activities

論文リスト List of Publications

国内会議等発表リスト List of Presentations at Domestic Meetings

国際会議等発表リスト List of Presentations at International Meetings

代表論文 Representative Papers

7-2．イオンエネルギー材料研究部 ……………………………………………………………………… 59
共創研究の成果 Report on Research Activities

論文リスト List of Publications

国内会議等発表リスト List of Presentations at Domestic Meetings

国際会議等発表リスト List of Presentations at International Meetings

代表論文 Representative Papers

7-3．光エネルギー材料研究部 ………………………………………………………………………… 101
共創研究の成果 Report on Research Activities

論文リスト List of Publications

国内会議等発表リスト List of Presentations at Domestic Meetings

国際会議等発表リスト List of Presentations at International Meetings

代表論文 Representative Papers



7-4．材料プロセス・社会実装研究部 ………………………………………………………………… 119
共創研究の成果 Report on Research Activities

論文リスト List of Publications

国内会議等発表リスト List of Presentations at Domestic Meetings

国際会議等発表リスト List of Presentations at International Meetings

代表論文 Representative Papers

7-5．客員教員 Visiting Professors ……………………………………………………………………… 139
研究成果報告書 Report on Research Activities

8．職員及び運営委員 名簿 List of Staffs ………………………………………………………………… 145



 概要

 Outline



─ 1 ─

概 要 1 Outline



─ 2 ─

概 要 2 Outline



─ 3 ─

概 要 3 Outline概 要 2 Outline



 新聞発表等

Press Release



─ 5 ─

新聞発表等

次元格子の分子磁石を設計 多機能性磁性体開発にも期待

科学新聞 年 月 日

水素大量貯蔵の化合物

日経産業新聞 年 月 日

クロムに 水素結合成功

日刊工業新聞 年 月 日

クロムに つの水素を結合 ハイドライド・ギャップ克服

科学新聞 年 月 日

スピンを利用したエレクトロニクスの世界 連載コラム「科学の泉」

河北新報 年 月 日 年 月 日

東北大先端材料理工共創センター「スピン流」効率よく電気に

日経産業新聞 年 月 日

リチウムイオン高耐熱に セ氏 度でも使える電池

日経産業新聞 年 月 日

全固体リチウム二次電池 高耐熱技術を開発

日刊工業新聞 年 月 日

スポンジ状炭素材料 大容量蓄電池に道

日経産業新聞 年 月 日

LiBH₄系固体電解質 東北大などと量産技術

日刊工業新聞 年 月 日
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外部研究資金リスト

※研究代表者に下線

、野村 健太郎、高橋 三郎、

基盤研究

年 月～ 年 月

規則合金スピントロニクス材料の新展開

高梨 弘毅、 、白井 正文

基盤研究

年 月～ 年 月

ナノスピン変換科学

スピン変換機能設計班： 村上 修一、 前川 禎通、多々良 源、永長 直人、

新学術領域研究

年 月～ 年 月

π－集積型ピラードレイヤー構造による格子・空間物性制御

宮坂 等

新学術領域研究

年 月～ 年 月

マルチフェロイック混合原子価磁性鎖

宮坂 等

挑戦的萌芽研究

年 月～ 年 月

導電性分子磁石の外部摂動による機能制御

宮坂 等

その他寄附金

年 月～ 年 月

二次電池を利用した配位高分子電極の磁気相転移制御

宮坂 等

その他寄附金

年 月～ 年 月
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その場観察法による 多結晶の融液成長メカニズムの解明

藤原 航三、沓掛健太朗

基盤研究

年 月～

オープンセル型ナノポーラスシリコンの開発と長寿命大容量リチウムイオン電池への応用

加藤 秀実、市坪 哲、和田 武

基盤研究

年 月～ 年 月

ナノスピンイオニクスの開拓

水口 将輝

挑戦的萌芽研究

年 月～ 年 月

ナノ超空間を利用した熱・スピン・電界交差相関による高効率エネルギー変換材料の創製

水口 将輝、中村芳明、藤田武志、大江純一郎

戦略的創造研究推進事業

年 月～

磁性ナノ微粒子を含むグラニュラー構造の創製と太陽光電力変換素子への応用

水口 将輝

その他寄附金

年 月～ 年 月

高速粒子線照射法による希土類・貴金属元素フリー新規磁石材料の創製

水口 将輝

その他寄附金

年 月～ 年 月

完全スピン偏極反強磁性材料の開発とスピントロニクスデバイスへの応用

水口 将輝

その他寄附金

年 月～ 年 月

光源集積型波長変換による深紫外レーザの超小型化に関する研究

片山 竜二

挑戦的萌芽研究

年 月～
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窒化物半導体微小共振器を用いた量子相関光子対光源の開発

片山 竜二

その他受託研究費

年 月～ 年 月

錯体水素化物の高速イオン伝導機構の解明と多価イオン伝導・イオン液体への機能展開

松尾 元彰

若手研究

年 月～ 年 月

錯体水素化物における化学結合形成メカニズムの解明とそれにもとづく材料探索

髙木 成幸

若手研究

年 月～ 年 月

高密度水素化物の材料科学 水素の結合自由度を利用したハイドライド・ギャップの克服

折茂 慎一

基盤研究

年 月～ 年 月

中間的な結合を有する水素貯蔵材料の探索技術および評価技術の構築

折茂 慎一

共同研究費

年 月～ 年 月

スピンフォノニクスの創生

内田 健一、塩見 淳一郎、井口 亮

基盤研究

年 月～ 年 月

結晶におけるシード境界からの転位発生メカニズムの解明

沓掛 健太朗

若手研究

年 月～ 年 月

その場観察法による 多結晶の融液成長メカニズムの解明

藤原 航三、沓掛健太朗

基盤研究

年 月～

オープンセル型ナノポーラスシリコンの開発と長寿命大容量リチウムイオン電池への応用

加藤 秀実、市坪 哲、和田 武

基盤研究

年 月～ 年 月

ナノスピンイオニクスの開拓

水口 将輝

挑戦的萌芽研究

年 月～ 年 月

ナノ超空間を利用した熱・スピン・電界交差相関による高効率エネルギー変換材料の創製

水口 将輝、中村芳明、藤田武志、大江純一郎

戦略的創造研究推進事業

年 月～

磁性ナノ微粒子を含むグラニュラー構造の創製と太陽光電力変換素子への応用

水口 将輝

その他寄附金

年 月～ 年 月

高速粒子線照射法による希土類・貴金属元素フリー新規磁石材料の創製

水口 将輝

その他寄附金

年 月～ 年 月

完全スピン偏極反強磁性材料の開発とスピントロニクスデバイスへの応用

水口 将輝

その他寄附金

年 月～ 年 月

光源集積型波長変換による深紫外レーザの超小型化に関する研究

片山 竜二

挑戦的萌芽研究

年 月～
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特許リスト

ポーラス部材の製造方法

和田 武、加藤 秀実

特願 － （ 年 月 日出願）

ナノ複合金属部材の製造方法および相分離系金属固体同士の接合方法

和田 武、加藤 秀実

特願 － （ 年 月 日出願）

スピンダウンコンバータ及び周波数変換方法

渡邉 真悟、齊藤 英治、井口 亮、塩見 雄毅、廣部 大地

特願 年 月 日出願
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各種受賞・表彰リスト

“Influence of V/III ratio and layer 

multiple quantum wells”

年 月 日

日本磁気学会 平成 年度「優秀研究賞」

磁性ナノ超構造の創製とスピンデバイス応用の研究

水口 将輝

年 月 日

“Large Stokes shift in N

diodes”

年 月 日

“Effects of Mg/Ga and V/III source ratios on hole concentration of N

type GaN grown by MOVPE”

年 月 日

“Homogeneity improvement of N

angle direction”

年 月 日

第 回応用物理学会東北支部学術講演会 講演奨励賞

「 極性 型 の 成長における ・ 原料供給比の正孔濃度への影響」

野々田 亮平 正直 花奈子 谷川 智之 窪谷 茂幸 片山 竜二 松岡 隆志

年 月 日
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第 回薄膜太陽電池セミナー優秀ポスター賞

「 太陽電池の格子極性と発電特性」

谷川 智之 川島 静人 正直 花奈子 窪谷 茂幸 片山 竜二 松岡 隆志

年 月 日

第 回日本金属学会功績賞（物性部門）

金属ガラスの緩和・複合化および金属溶湯中での脱成分技術に関する研究

加藤 秀実

年 月 日



主催した会議・研究会・ワークショップ



主催した会議・研究会・ワークショップ

年 月 日～ 日

東北大学 知のフォーラム

年 月 日～ 月 日

東北大学 知のフォーラム

年 月 日～ 月 日

東北大学 知のフォーラム

年 月 日～ 月 日

＆

ラフォーレ蔵王リゾート スパ

年 月 日～ 月 日
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研究成果報告



研究成果報告

7-1.スピンエネルギー材料研究部
  Spin Energy Materials Research Division

教授      Bauer, Gerrit Ernst-Wilhelm  

准教授    水口 将輝   

助教(兼) 井口 亮       

共創研究の成果 

論文リスト

国内会議等発表リスト  

国際会議等発表リスト  

代表論文 （冊子にのみ掲載）
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研究部名 スピンエネルギー材料研究部

教員名 バウアー ゲリット 教授、水口 将輝 准教授、井口 亮 助教

平成 年度の共創研究の概要

スピンを介したエネルギーの変換技術としてスピン熱電変換が注目されている。本研

究部門では、本効果の原理の解明を行って出力向上の指針を得て、複合構造や材料開発

といった工学技術を駆使することで、ブレークスルーを創出することを目指す。

スピン熱電変換の一つ、スピンゼーベック効果においては、統一的な理論の不在がス

ピン熱電変換出力向上の阻害要因となっていた。理論面から、 教授はスピンゼー

ベック効果についての拡張された新しいモデルを提唱した。スピンの集団運動であるマ

グノンの化学ポテンシャルを含め、界面のマグノン分布は熱平衡から外れないとしてい

た従来の理論を書き直した新しい理論である。高温領域で適用可能なマグノン数を保存

するマグノン 格子散乱下でも取り扱える拡

散モデルと、低温領域で適用可能なバリステ

ィックモデルを提案した。低温領域ではバリ

スティック伝導が支配的になるが、そのよう

な領域でもマグノン蓄積は形成可能であるこ

とが明らかになった。これを受けて、井口助

教は、スピンゼーベック効果の原理解明に向

けて、本理論が新たに予言するマグノン流生

成現象を明らかにすべく、実験の提案と実験

系の構築を行った。具体的には、マグノン緩

和時間スケールでの磁場変調に伴うマグノンギャップの制御が重要であるとの認識に

至り、これを実現すべく周波数ドメインでの高速微小電圧測定系の立ち上げを行った

図

平成 年度の共創研究の予定

我々は、マグノン蓄積に基づく輸送理論を磁性絶縁体と磁性金属において実証するこ

とを試みる予定である。絶縁体系では井口助教が、金属系では水口准教授が取り組むこ

とを想定している。絶縁体におけるマグノンの研究として、引き続き平成 年度に立

ち上げた高速測定系を用いて、新たなマグノン流生成効果の実証に取り組む。この取組

にはスピンエネルギー材料研究部門の構成を最大限生かし、理論面では 教授、材

料面では水口准教授と協力することで、円滑に進めていく。また、熱エネルギーだけで

はなく、エレクトロニクスにおけるエネルギーの効率利用に向けて、マグノンが関与す

るスピン輸送現象も積極的に融合研究を行う予定である。

図１ マグノン化学ポテンシャルによる新しい

マグノン流生成の実証実験の概念図。

高速磁場変調に対するスピン流応答の時間分解を狙う。
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スピンエネルギー材料研究部

論文リスト
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Geprägs, Saburo Takahashi, G

Stephan Geprägs, Andreas Kehlberger, Francesco Della Coletta, Zhiyong Qiu, Er

and Mathias Kläui

スピンエネルギー材料研究部

論文リスト
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合金単結晶における微視的組織と磁気特性

金俊燮 水口将輝 竹田真帆人

銅と銅合金
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国内会議等発表リスト

放射光を活用したスピントロニクス磁性材料解析の新展開

水口将輝

第 回 実用スピントロニクス新分野創成研究会

年 月 日 グランパークプラザ

異常ネルンスト効果の規則合金薄膜材料依存性

水口将輝、長谷川浩太、桜庭裕弥、窪田崇秀、水上成美、高梨弘毅

第 回 日本磁気学会学術講演会

年 月 日～ 日 名古屋大学東山キャンパス

単結晶 規則合金薄膜における 線構造解析 招待

水口将輝、小嶋隆幸、小金澤智之、高梨弘毅

日本学術振興会「結晶加工と評価技術」第 委員会

年 月 日 明治大学駿河台キャンパス

強磁性共鳴下におけるスピンポンピング誘起起電力とマイクロ波整流効果起電力

齊藤英治、井口亮

日本物理学会 年秋季大会

年 月 日～ 日 関西大学千里山キャンパス

欠陥を導入したマグノニック結晶中でのスピン波特性 ポスター

大門俊介、井口亮、内田健一、齊藤英治

日本物理学会 年秋季大会

年 月 日～ 日 関西大学千里山キャンパス

磁性絶縁体 金属界面を有する金属ナノ細線構造におけるスピン輸送特性の評価 ポスター

大柳洸一、井口亮、新関智彦、塩見雄毅、吉川貴史、内田健一、齊藤英治

日本物理学会 第 回年次大会

年 月 日～ 日 東北学院大学泉キャンパス

スピンゼーベック効果と界面温度の時間応答 ポスター

日置友智 邱志勇 侯達之 井口亮 内田健一 齊藤英治

日本物理学会 第 回年次大会

年 月 日～ 日 東北学院大学泉キャンパス

ロックイン・サーモグラフィ法を用いたスピンペルチェ効果の観測

大門俊介、井口亮、齊藤英治、内田健一

日本物理学会 第 回年次大会

年 月 日～ 日 東北学院大学泉キャンパス

合金単結晶における微視的組織と磁気特性

金俊燮 水口将輝 竹田真帆人

銅と銅合金
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弾性表面波の力学的回転を用いたスピン流生成 ポスター

小林大眞、高橋遼、井口亮、松尾衛、前川禎通、齊藤英治、能崎 幸雄

第 回応用物理学会春季学術講演会

年 月 日～ 日 東京工業大学大岡山キャンパス

磁性絶縁体におけるスピンペルチェ効果の熱画像計測

大門俊介、井口亮、齊藤英治、内田健一

第 回応用物理学会春季学術講演会

年 月 日～ 日 東京工業大学大岡山キャンパス
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国際会議等発表リスト

Who’s Afraid of YIG?

physicist’s point of view

Who’s Afraid of YIG?

Charge, heat, and spin transport” & “Theory practical / practical theory

Workshop on“Structure/Function Relationships in Materials”

弾性表面波の力学的回転を用いたスピン流生成 ポスター

小林大眞、高橋遼、井口亮、松尾衛、前川禎通、齊藤英治、能崎 幸雄

第 回応用物理学会春季学術講演会

年 月 日～ 日 東京工業大学大岡山キャンパス

磁性絶縁体におけるスピンペルチェ効果の熱画像計測

大門俊介、井口亮、齊藤英治、内田健一

第 回応用物理学会春季学術講演会

年 月 日～ 日 東京工業大学大岡山キャンパス
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Symposium MD9: Magnetic Materials―From Fundamentals to Applications
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Symposium MD9: Magnetic Materials―From Fundamentals to Applications



研究成果報告

7-2.イオンエネルギー材料研究部
 Ion Energy Materials Research Division

教授(兼)  宮坂 等

講師      松尾 元彰

助教(兼)  髙木 成幸

教授  折茂 慎一

共創研究の成果 

論文リスト

国内会議等発表リスト  

国際会議等発表リスト  

代表論文 （冊子にのみ掲載）
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研究部名 イオンエネルギー材料研究部

教員名 宮坂 等 教授、松尾 元彰 講師、高木 成幸 助教

平成 年度の共創研究の概要

二次電池セルを用いた充放電連動型磁石の開発：リチウムイオン二次電池セルを用い、

充放電により常磁性体（充電時）と強磁性体（放電時）をスイッチする正極材料の開発

を行った（図１）。常磁性の電子ドナーと電子アクセプターからなる多孔性中性型電荷

移動錯体格子を設計し、放電時に空孔へのリチウムイオン挿入と同時に電極からの電子

注入がアクセプター部位に起こることにより、格子を介した長距離磁気相関が形成され、

磁性体に変換される分子材料を見出した。このような常磁性—強磁性スイッチの例は初

めての例である。

高密度水素化物の創製：水素貯蔵に加え、高速イオン伝導や超伝導などの機能性発現が

期待される高密度水素化物創製に取り組み、 族元素クロムに 遷移金属では最高と

なる つの水素が結合した高水素配位錯イオンを形成することに成功した（図２）。

族元素はこれまで長年にわたり単体では水素との化学結合形成が困難とされてきたが、

本成果で得られた知見を踏まえると、さらなる高水素配位錯イオンの形成も期待できる

との結論を得た。

平成 年度の共創研究の予定

１）より安定且つ高磁気相転移温度の材料開発と電池セルでの充放電磁気スイッチの実

現を進める。

２）新規の水素貯蔵材料の開発

３）理論・実験の両面から、さらなる高水素配位の錯イオン探索を推進し、合成した高

密度水素化物において水素貯蔵やイオン伝導、超伝導などの機能性評価を行うとともに、

デバイス実装を進める。

図２ 遷移金属元素が形成す

る錯イオンと形成に成功した水

素 配位錯イオン

図１ イオン電池を用いて磁

気相転移に成功
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イオンエネルギー材料研究部

論文リスト

Magnet Design via the Integration of Layer and Chain Magnetic Systems in a π

δ

δ δ
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L. Chaudhary, G. Li, M. Matsuo, S. Orimo, S. Deledda, M.H. Sørby, B.C. Hauback, C. 

T. Sato, M.H. Sørby, S. Deledda, B.C. 

イオンエネルギー材料研究部

論文リスト

Magnet Design via the Integration of Layer and Chain Magnetic Systems in a π

δ

δ δ
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T.D. Humphries, S. Takagi, G. Li, M. Matsuo, T. Sato, M.H. Sørby, S. Deledda, B.C. 

高エネルギー密度バルク全固体型リチウムイオン二次電池の開発

宇根本篤、松尾元彰、池庄司民夫、折茂慎一

ケミカルエンジニヤリング
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T.D. Humphries, S. Takagi, G. Li, M. Matsuo, T. Sato, M.H. Sørby, S. Deledda, B.C. 

高エネルギー密度バルク全固体型リチウムイオン二次電池の開発

宇根本篤、松尾元彰、池庄司民夫、折茂慎一

ケミカルエンジニヤリング
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国内会議等発表リスト

多次元格子内電子移動制御による機能創発 招待

宮坂 等

中央大学理工学部応用化学講演会

年 月 日 中央大学後楽園キャンパス

π―集積型ピラードレイヤー構造による格子・空間物性制御

宮坂 等

π造形科学第２回シンポジウム

年 月 日 日 大阪市中央公会堂

分子格子で材料を考える 招待

宮坂 等

材料化学夏期講習会

年 月 日 東北大学片平キャンパス エスパス

箱崎の焼酎で繋がる人脈と学問—“磁石 分子” 招待

宮坂 等

九州錯討化学懇談会（九州錯懇）

年 月 日 九州大学箱崎キャンパス

多孔性導電性分子磁石における特異的ガス吸着と電子・磁気相関の同時制御

宮坂 等

低炭素社会基盤材料融合研究センター第 回ワークショップ（低炭素社会実現のための基盤材料

創製研究事業に係る研究プログラム 平成 年度採択助成研究成果報告会）

年 月 日 東北大学金属材料研究所

イオン電池システムを用いた分子性材料の新機能開拓

宮坂 等

先端エネルギー材料理工共創研究センター第 回ワークショップ（先端エネルギー研究に関する

科学技術政策と材料基盤研究の最新動向）

年 月 日 東北大学金属材料研究所

招待

宮坂 等

第 回東北大学研究会「金属錯体の固体物性最前線 ― 金属錯体と固体物性物理と生物物性の

連携新領域を目指して ―」

年 月 日 日 東北大学理学部化学第 講義室（大学院講義室）
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錯体水素化物固体電解質 からの水素脱離による全固体 電池の安定動作化

宇根本篤、池庄司民夫、矢作駿、松尾元彰、 、 、 折茂慎一

日本金属学会 年秋期（第 回）大会

年 月 日 日 九州大学 伊都キャンパス

型錯イオン を有する錯体水素化物での高速イオン伝導

松尾元彰、神保貴行、宇根本篤、高村仁、 、 、折茂慎一

日本金属学会 年秋期（第 回）大会

年 月 日 日 九州大学 伊都キャンパス

張騰飛、磯部繁人、松尾元彰、折茂慎一、王永明、橋本直幸、大貫惣明

日本金属学会 年秋期（第 回）大会

年 月 日 日 九州大学 伊都キャンパス

線異常散乱法による の 位置の解析

藤崎布美佳、大友季哉、阿部仁、池田一貴、大下英敏、鈴谷賢太郎、有馬寛、杉山和正、松尾元

彰、佐藤豊人、折茂慎一、榊浩司、中村優美子

日本金属学会 年秋期（第 回）大会

年 月 日 日 九州大学 伊都キャンパス

複合系錯体水素化物 の脱水素化特性評価

李関喬、松尾元彰、池庄司民夫、折茂慎一

第 回水素化物に関わる次世代学術・応用展開研究会

年 月 日 日 金沢大学

水素 配位錯イオンを含む新たな錯体水素化物の理論探索と合成

髙木成幸、齋藤寛之、佐藤豊人、飯島祐樹、池田一貴、松尾元彰、池庄司民夫、三輪和利、大友季

哉、折茂慎一

日本金属学会 年春期（第 回）大会

年 月 日 日 東京理科大学葛飾キャンパス

系の金属中間相 に対する第一原理計算

三輪和利、佐藤豊人、松尾元彰、池田一貴、大友季哉、 、 、李関喬、髙木

成幸、折茂慎一

日本金属学会 年春期（第 回）大会

年 月 日 日 東京理科大学葛飾キャンパス

国内会議等発表リスト

多次元格子内電子移動制御による機能創発 招待

宮坂 等

中央大学理工学部応用化学講演会

年 月 日 中央大学後楽園キャンパス

π―集積型ピラードレイヤー構造による格子・空間物性制御

宮坂 等

π造形科学第２回シンポジウム

年 月 日 日 大阪市中央公会堂

分子格子で材料を考える 招待

宮坂 等

材料化学夏期講習会

年 月 日 東北大学片平キャンパス エスパス

箱崎の焼酎で繋がる人脈と学問—“磁石 分子” 招待

宮坂 等

九州錯討化学懇談会（九州錯懇）

年 月 日 九州大学箱崎キャンパス

多孔性導電性分子磁石における特異的ガス吸着と電子・磁気相関の同時制御

宮坂 等

低炭素社会基盤材料融合研究センター第 回ワークショップ（低炭素社会実現のための基盤材料

創製研究事業に係る研究プログラム 平成 年度採択助成研究成果報告会）

年 月 日 東北大学金属材料研究所

イオン電池システムを用いた分子性材料の新機能開拓

宮坂 等

先端エネルギー材料理工共創研究センター第 回ワークショップ（先端エネルギー研究に関する

科学技術政策と材料基盤研究の最新動向）

年 月 日 東北大学金属材料研究所

招待

宮坂 等

第 回東北大学研究会「金属錯体の固体物性最前線 ― 金属錯体と固体物性物理と生物物性の

連携新領域を目指して ―」

年 月 日 日 東北大学理学部化学第 講義室（大学院講義室）
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、松尾元彰、 、 、 、 、折茂慎一、秋葉悦男、

堀田善治

日本金属学会 年春期（第 回）大会

年 月 日 日 東京理科大学葛飾キャンパス

高密度水素化物実現を目指した高温高圧合成研究

齋藤寛之、髙木成幸、青木勝敏、折茂慎一

日本金属学会 年秋期（第 回）大会

年 月 日 日 九州大学伊都キャンパス

クロム系高配位錯イオンを含む錯体水素化物の理論探索と合成

髙木成幸、飯島祐樹、佐藤豊人、齋藤寛之、池田一貴、大友季哉、三輪和利、池庄司民夫、青木勝

敏、折茂慎一

日本金属学会 年秋期（第 回）大会

年 月 日 日 九州大学伊都キャンパス

結晶構造解析における最適な単位胞及び組成比決定のための指標の構築

佐藤豊人、髙木成幸、 、 、折茂慎一

日本金属学会 年秋期（第 回）大会

年 月 日 日 九州大学伊都キャンパス

遷移金属錯イオンの対称性と水素の配位子場効果

髙木 成幸、齋藤 寛之、三輪 和利、折茂 慎一

第 回水素化物に関わる次世代学術・応用展開研究会

年 月 日 日 金沢大学角間キャンパス

新規水素化物の結晶構造を決定するプロセス

佐藤豊人、髙木 成幸、 、Björn C. Hauback、折茂 慎一

第 回水素化物に関わる次世代学術・応用展開研究会

年 月 日 日 金沢大学角間キャンパス

高水素密度材料の理論探索 招待

髙木成幸、齋藤寛之、佐藤豊人、飯島祐樹、池庄司民夫、青木勝敏、折茂 慎一

第 回高圧討論会

年 月 日 日 アステールプラザ

放射光その場観察を利用した金属錯体水素化物の高温高圧合成研究 招待

齋藤寛之、髙木成幸、飯島祐樹、佐藤豊人、松尾元彰、青木勝敏、折茂 慎一

第 回高圧討論会

年 月 日 日 アステールプラザ



─ 67 ─

第一原理計算と量子ビームによる高密度水素化物探索 招待

髙木成幸、齋藤寛之、池田一貴、大友季哉、折茂慎一

第 回 シンポジウム

年 月 日 つくば国際会議場 エポカルつくば

中性子非弾性散乱を用いた 系錯体水素化物における — 結合の振動モード観測

佐藤豊人、 、 、 、髙木成幸、富安啓輔、折茂慎一

日本金属学会 年春期（第 回）大会

年 月 日 日 東京理科大学葛飾キャンパス

水素 配位錯イオンを含む新たな錯体水素化物の理論探索と合成

髙木成幸、齋藤寛之、佐藤豊人、飯島祐樹、池田一貴、松尾元彰、池庄司民夫、三輪和利、大友季

哉、折茂慎一

日本金属学会 年春期（第 回）大会

年 月 日 日 東京理科大学葛飾キャンパス

系の金属中間相 に対する第一原理計算

三輪和利、佐藤豊人、松尾元彰、池田一貴、大友季哉、 、 、李関喬、髙木

成幸、折茂慎一

日本金属学会 年春期（第 回）大会

年 月 日 日 東京理科大学葛飾キャンパス

錯体水素化物での高速イオン伝導現象 その機構解明と電池応用 招待

折茂慎一

東京大学物性研究所短期研究会（機能物性融合科学研究会シリーズ「反応と輸送」）

年 月 日 東京大学物性研究所

錯体水素化物での高速イオン伝導現象 その機構解明と電池応用 基調

折茂慎一

日本金属学会・日本鉄鋼協会中国四国支部研究会（金属物性研究会）

年 月 日  岡山理科大学

材料中の水素機能の解明 産学官連携での取組み 招待

折茂慎一

東北大学・イノベーションフェア、みやぎ産業振興機構・産学官連携フェア共催「水素セミナー」

年 月 日  仙台国際センター

金研・エネルギー材料センターならびに学振・水素機能解析技術委員会の設置について 招待

折茂慎一

第７回ナノテク・低炭素化材料技術シンポジウム

年 月 日 東北大学 原子分子材料科学高等研究機構 本館 階 セミナー室

、松尾元彰、 、 、 、 、折茂慎一、秋葉悦男、

堀田善治

日本金属学会 年春期（第 回）大会

年 月 日 日 東京理科大学葛飾キャンパス

高密度水素化物実現を目指した高温高圧合成研究

齋藤寛之、髙木成幸、青木勝敏、折茂慎一

日本金属学会 年秋期（第 回）大会

年 月 日 日 九州大学伊都キャンパス

クロム系高配位錯イオンを含む錯体水素化物の理論探索と合成

髙木成幸、飯島祐樹、佐藤豊人、齋藤寛之、池田一貴、大友季哉、三輪和利、池庄司民夫、青木勝

敏、折茂慎一

日本金属学会 年秋期（第 回）大会

年 月 日 日 九州大学伊都キャンパス

結晶構造解析における最適な単位胞及び組成比決定のための指標の構築

佐藤豊人、髙木成幸、 、 、折茂慎一

日本金属学会 年秋期（第 回）大会

年 月 日 日 九州大学伊都キャンパス

遷移金属錯イオンの対称性と水素の配位子場効果

髙木 成幸、齋藤 寛之、三輪 和利、折茂 慎一

第 回水素化物に関わる次世代学術・応用展開研究会

年 月 日 日 金沢大学角間キャンパス

新規水素化物の結晶構造を決定するプロセス

佐藤豊人、髙木 成幸、 、Björn C. Hauback、折茂 慎一

第 回水素化物に関わる次世代学術・応用展開研究会

年 月 日 日 金沢大学角間キャンパス

高水素密度材料の理論探索 招待

髙木成幸、齋藤寛之、佐藤豊人、飯島祐樹、池庄司民夫、青木勝敏、折茂 慎一

第 回高圧討論会

年 月 日 日 アステールプラザ

放射光その場観察を利用した金属錯体水素化物の高温高圧合成研究 招待

齋藤寛之、髙木成幸、飯島祐樹、佐藤豊人、松尾元彰、青木勝敏、折茂 慎一

第 回高圧討論会

年 月 日 日 アステールプラザ
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国際会議等発表リスト

日独二国間会議

（第 回日中クラスター会議）
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L. Chaudhary, G. Li, M. Matsuo, S. Orimo, S. Deledda, M. Sørby, B.C. Hauback, C. 

→ γ

M. Sørby, F. Karimi, S. Bӧ

国際会議等発表リスト

日独二国間会議

（第 回日中クラスター会議）
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研究成果報告

7-3.光エネルギー材料研究部
 Light Energy Materials Research Division

教授        藤原 航三

准教授(兼)  片山 竜二 

助教(兼)    沓掛 健太朗

共創研究の成果 

論文リスト

国内会議等発表リスト  

国際会議等発表リスト  

代表論文 （冊子にのみ掲載）
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研究部名 光エネルギー材料研究部門

教員名 藤原航三教授、片山竜二准教授、沓掛健太朗助教

平成 年度の共創研究の概要

太陽電池の低コスト化・高効率化の実現に向けて、 の融液成長メカニズムの基

礎研究、 フォトルミネッセンス（ ）イメージング法の開発と欠陥評価、 太陽電池

用 多結晶インゴットの成長技術開発、 薄膜エピタキシャル成長技術開発を行った。

当面の目標である 多結晶インゴットの高品質化に対しては、固液界面のその場観

察による融液成長メカニズムの基礎研究とインゴットの成長実験を融合させ、新たな結

晶成長技術の開発に繋げた。図 に示すように、 の固液界面において結晶粒界でグ

ルーブ（溝）が形成されると、粒界に不純物が高濃度に集積することが明らかになった。

このような不純物の局所集積を抑制するために、インゴット成長に使用するルツボや炉

内からの不純物混入を極力低減させる技術およびインゴット成長過程の固液界面を平

坦にする技術の開発に取り組み、従来の多結晶インゴットに比較して高品質な 多結

晶インゴットが得られた（図 ）。この 多結晶インゴットから切り出した多結晶基板

の少数キャリアライフタイムは、従来技術の基板に比較して 倍以上向上していた。

平成 年度の共創研究の予定

結晶成長メカニズムおよび結晶欠陥評価の研究により、固液界面における欠陥（転位

や双晶界面）の形成メカニズムを基礎的に明らかにし、欠陥形成を抑制するための指針

を得る。この基礎研究結果を 多結晶インゴットの成長技術に反映させインゴットの

更なる高品質化を図る。また将来の太陽電池の超高効率化を視野に入れ、 多結晶基

板上への化合物半導体のヘテロエピタキシャル成長技術の開発を進める。

図 （左） の固液界面における粒界グルーブの

観察と（右）粒界近傍における不純物濃度の測定結果。

図 太陽電池用 多結晶インゴット。

（左）新規成長技術（右）従来技術
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光エネルギー材料研究部

論文リスト
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光エネルギー材料研究部

論文リスト
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国内会議等発表リスト

単結晶より高品質な 多結晶の実現を目指して 招待

藤原航三

第３回『各種 結晶成長法における高品質化とその応用』

年 月 日 名古屋大学

極性 に形成された 微小島からの局所発光

谷川 智之 正直 花奈子 片山 竜二 窪谷 茂幸 松岡 隆志

第 回 応用物理学会春季学術講演会

年 月 日～ 日 東京工業大学

極性 型 の 成長における ・ 原料供給比の正孔濃度への影響

招待

野々田 亮平 正直 花奈子 谷川 智之 窪谷 茂幸 片山 竜二 松岡 隆志

応用物理学会東北支部学術講演会 講演奨励賞授与式・記念講演会

年 月 日 東北大学

極性 型 の 成長における ・ 原料供給比の正孔濃度への影響

野々田 亮平 正直 花奈子 谷川 智之 窪谷 茂幸 片山 竜二 松岡 隆志

第 回 応用物理学会東北支部学術講演会

年 月 日～ 日 弘前アップルランド

－ 面 量子井戸の 成長における相純度制御 招待

片山 竜二

第 回 結晶成長国内会議

年 月 日～ 日 北海道大学

成長 極性 型 の正孔濃度に与える ・ 原料比の影響

野々田 亮平，正直 花奈子，谷川 智之，窪谷 茂幸，片山 竜二，松岡 隆志

第 回 応用物理学会秋季学術講演会

年 月 日～ 日 名古屋国際会議場

ポスター

年 月 日～ 日 ラフォーレ琵琶湖
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ポスター

年 月 日～ 日 ラフォーレ琵琶湖

極性 の選択 成長における横方向成長の促進 ポスター

谷川 智之 逢坂 崇 正直 花奈子 窪谷 茂幸 片山 竜二 松岡 隆志

日本結晶成長学会 ナノ構造エピタキシャル成長分科会 第 回 窒化物半導体研究会

年 月 日～ 日 東北大学

成長 極性 型 の正孔濃度に与える 比の影響 ポスター

野々田 亮平 正直 花奈子 谷川 智之 窪谷 茂幸 片山 竜二 松岡 隆志

日本結晶成長学会 ナノ構造エピタキシャル成長分科会 第 回 窒化物半導体研究会

年 月 日～ 日 東北大学

ポスター

日本結晶成長学会 ナノ構造エピタキシャル成長分科会 第 回 窒化物半導体研究会

年 月 日～ 日 東北大学

顕微 イメージングによるシリコン結晶中の粒界特性評価 ポスター

二宮駿也、杉岡翔太、出浦桃子、大野裕、宇佐美徳隆、米永一郎、沓掛健太朗

第 回 「次世代の太陽光発電システム」シンポジウム

年 月 日～ 日 ホテル華の湯

東北大学 金属材料研究所 先端エネルギー材料理工共創研究センターの太陽電池研究 その他

沓掛健太朗

年 月 日～ 日 東京ビックサイト

キャスト はどこまで に近づけるか？ ～粒界と転位の影響～ ポスター

出浦桃子、大野裕、米永一郎、沓掛健太朗

第 回応用物理学会秋季学術講演会

年 月 日～ 日 名古屋国際会議場

顕微発光イメージングで見る半導体結晶中欠陥の電気特性 招待

沓掛健太朗

山梨大学第 回サイエンスカフェ

年 月 日 山梨大学

国内会議等発表リスト

単結晶より高品質な 多結晶の実現を目指して 招待

藤原航三

第３回『各種 結晶成長法における高品質化とその応用』

年 月 日 名古屋大学

極性 に形成された 微小島からの局所発光

谷川 智之 正直 花奈子 片山 竜二 窪谷 茂幸 松岡 隆志

第 回 応用物理学会春季学術講演会

年 月 日～ 日 東京工業大学

極性 型 の 成長における ・ 原料供給比の正孔濃度への影響

招待

野々田 亮平 正直 花奈子 谷川 智之 窪谷 茂幸 片山 竜二 松岡 隆志

応用物理学会東北支部学術講演会 講演奨励賞授与式・記念講演会

年 月 日 東北大学

極性 型 の 成長における ・ 原料供給比の正孔濃度への影響

野々田 亮平 正直 花奈子 谷川 智之 窪谷 茂幸 片山 竜二 松岡 隆志

第 回 応用物理学会東北支部学術講演会

年 月 日～ 日 弘前アップルランド

－ 面 量子井戸の 成長における相純度制御 招待

片山 竜二

第 回 結晶成長国内会議

年 月 日～ 日 北海道大学

成長 極性 型 の正孔濃度に与える ・ 原料比の影響

野々田 亮平，正直 花奈子，谷川 智之，窪谷 茂幸，片山 竜二，松岡 隆志

第 回 応用物理学会秋季学術講演会

年 月 日～ 日 名古屋国際会議場

ポスター

年 月 日～ 日 ラフォーレ琵琶湖
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シリコン結晶でどこまで行けるのか？可能性と課題 招待

沓掛健太朗

次世代太陽電池セミナ 仮称 準備意見交換会

年 月 日 西屋

イントロダクトリートーク ～発光イメージングから見えるもの～ 招待

沓掛健太朗

第 回応用物理学会春季学術講演会

年 月 日～ 日 東京工業大学
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国際会議等発表リストシリコン結晶でどこまで行けるのか？可能性と課題 招待

沓掛健太朗

次世代太陽電池セミナ 仮称 準備意見交換会

年 月 日 西屋

イントロダクトリートーク ～発光イメージングから見えるもの～ 招待

沓掛健太朗

第 回応用物理学会春季学術講演会

年 月 日～ 日 東京工業大学
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研究成果報告

7-4.材料プロセス・社会実装研究部
Material Processing and Social Implementation Research Division

教授(兼)  加藤 秀実 

准教授    Belosludov, Rodion Vladimirovich  

共創研究の成果 

論文リスト

国内会議等発表リスト  

国際会議等発表リスト  

代表論文 （冊子にのみ掲載）
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研究部名 材料プロセス・社会実装研究部

教員名 加藤秀実教授、 准教授

平成 年度の共創研究の概要

１．ナノポーラスシリコンを利用した大容量全固体リチウムイオン電池開発

当研究部が開発したオープンセル型ナノポーラスシリコンを負極活物質とし、イオン

エネルギー材料研究部（松尾講師）が開発したリチウムボロン水素化物（ ）を固体

電解質に利用した全固体リチウムイオン二次電池の開発に成功した（図１）。

２．ポーラス金属水素吸蔵材料の開発

当研究部が開発したオープンセル型ポーラスバナジウム（図２）にイオンエネルギー

材料部（宮坂教授）が金属有機構造体コーティング（ ）

を施し水素吸蔵量および吸蔵速度が著しく向上した水素吸蔵材料の開発を行った。

３．ポーラス金属熱電材料開発

当研究部が開発したオープンセル型ポーラス鉄合金を、スピンエネルギー研究部（水

口准教授）とともに異常ネルンスト効果を利用した熱電材料に応用する研究を行った。

図１．ナノポーラス 負極活物質、

固体電解質を利用した全固体リ

チウムイオン二次電池（写真は折茂研

究室・松尾講師からご提供いただいた）

図２． コーティング多孔質水素吸

蔵材料のために開発したオープンセル

型ポーラスバナジウム

平成 年度の共創研究の予定

全固体リチウムイオン二次電池開発においては、電極組成の最適化、サイクルおよび

レート特性の評価を行う。水素吸蔵材料および熱電材料開発においてはポーラス金属の

組成や形態の最適化を行い特性の向上を図る。

ナノポーラスSi-LiBH4-C複合電極

LiBH4固体電解質
2 μm
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材料プロセス・社会実装研究部

論文リスト

Y. Kawazoe, M. Schröder, 
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材料プロセス・社会実装研究部

論文リスト

Y. Kawazoe, M. Schröder, 
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国内会議等発表リスト

金属溶湯デアロイングにより作製したナノポーラスシリコンのリチウムイオン電池電極特性と電

極体積変化の関係

和田 武、山田 純平、加藤 秀実

日本金属学会秋期大会

年 月 日 日 九州大学伊都キャンパス

金属溶湯中での脱成分現象を利用した金属ガラス複合材料の作製とポーラス材料への展開 招待

加藤 秀実、和田 武

日本金属学会春期大会

年 月 日 日 東京理科大葛飾キャンパス

固相脱合金化反応によるナノポーラス鉄合金の作製

和田 武、湯葢 邦夫、加藤 秀実

日本金属学会春期大会

年 月 日 日 東京理科大葛飾キャンパス

金属溶湯中脱成分法によるドープナノポーラス の作製とその 負極特性

山田 純平、和田 武、加藤 秀実

日本金属学会春期大会

年 月 日 日 東京理科大葛飾キャンパス
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国際会議等発表リスト

（

国内会議等発表リスト

金属溶湯デアロイングにより作製したナノポーラスシリコンのリチウムイオン電池電極特性と電

極体積変化の関係

和田 武、山田 純平、加藤 秀実

日本金属学会秋期大会

年 月 日 日 九州大学伊都キャンパス

金属溶湯中での脱成分現象を利用した金属ガラス複合材料の作製とポーラス材料への展開 招待

加藤 秀実、和田 武

日本金属学会春期大会

年 月 日 日 東京理科大葛飾キャンパス

固相脱合金化反応によるナノポーラス鉄合金の作製

和田 武、湯葢 邦夫、加藤 秀実

日本金属学会春期大会

年 月 日 日 東京理科大葛飾キャンパス

金属溶湯中脱成分法によるドープナノポーラス の作製とその 負極特性

山田 純平、和田 武、加藤 秀実

日本金属学会春期大会

年 月 日 日 東京理科大葛飾キャンパス
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研究成果報告

7-5. 客員教員
 

Prof. Ke Xia (招聘期間：2015 年 10 月 1 日-2015 年 12 月 31 日) 

Beijing Normal Unversity

Prof. 招聘期間：2016 年 1 月 5 日-2016 年 3 月 30 日)

Institute of High Pressure Physics, Polish Academy of Sciences



職員及び運営委員名簿
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教授　

教授　 藤原　航三

教授(兼)　　　　 宮坂　等

教授(兼)　　　　 加藤　秀実

特任教授　　　 湯本 道明

准教授　　　　　 水口　将輝

准教授　　　　　

講師　　　　　　 松尾　元彰

准教授(兼)　　　 片山　竜二

助教(兼)　　　　髙木　成幸髙木　成幸

助教(兼)　　　　髙木　成幸井口　亮

助教(兼)　　　　髙木　成幸沓掛　健太朗

平成27年度　先端エネルギー材料理工共創研究センター

教員名簿

センター長／教授　折茂　慎一
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所属 職名 氏名 任期 備考

金属材料研究所 センター長 折茂　慎一 委員長

金属材料研究所 所　長 高梨　弘毅 ５条１号

金属材料研究所 教　授 宮坂　等 ５条１号

金属材料研究所 教　授 加藤　秀実 ５条１号

金属材料研究所 教　授 齊藤　英治 ５条１号
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金属材料研究所 教　授 ５条２号
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